
｜

｜

| エ ネ ル ギ ー や 制 御 に 至 る ま で､ 幅 広 く　

“ も の づ く り ”を 学 べ る 機 械 工 学 科

僕 に はこれ と言 った夢 が 無 かったの で､ 幅 広く学

べ て 就 職 に も強い と 言 わ れる 機 械 Ｅ 学 科 に 進 学

しまし た｡ 機 械 工 学 は､ 金 属 を 削 ったりしてもの づく

りを す るというイメージが 強 い と思 い ます が､ ロボット

や さまざまな 装 置 を 作り 動 か す に は､ エ ネル ギ ーや

コ ンピ ュ ータ､ 電 子 回 路 など､ 幅 広 い 知 識と 技 術 が

必 要 に なります｡ 先 生 方 もユ ニ ークな 方 が 多く､とき

に 脱 線 す る授 業 中 の 話 も僕 に は とて もお もしろく

て､ 興 味 を持 って 学 ん できました。

数 学 は 、シン プ ル で 分 かりや すい 言 語 。

教 授 に薫 陶 を 受 け､ 苦 手 意 識 も 払 拭

実は､ 世 の中の現 象は､ すべて 数式 で表 すこと

ができます｡ そこで､機 械工 学では､ 何をするにして

も､まず数式で表 すことから始めることになります。

僕は､ 物 理も数 学も苫 手だったので最初 は戸 惑

いましたが､ 先生 方 に､数 学は物 理を扱うため生ま

れ広 まった学 問であること､今目の 前で起きている

物理 現 象を数式で 表すことで､その原 理 や法 則が

わかってくるということ､数学 はシンプ ルで分 かりや
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す い 言 語 で あり､ 数 式 に す ることで 誰 に で も正しく

伝 えることが できることなどを 教 えて い ただくな か で 。

前 向 きに 取 り組 め るように なり､ 苦 手 意 識 も払 拭 し

ました｡ 今 は､ 高 校 生 の 頃 とは 全く違 う感 覚 で､ 物

理 や 数 学と格 闘してい ます 。

－

多 く の 気 付 き を 与 え て く れ た

ア ル バ イト

4年 間を通して､いろいろなアルバ脂 も経験しまし

た｡ 僕 にとって は 収 入 を 得 ると同 時 に､ や って み た

い ことに 挑 戦 す る場 でもあり､ 気 づ い たり身 に 付い

たりしたこともたくさんあります｡ 例 えば 塾 講 師 で は 、

伝 えることの 難しさに 改 めて 気 づ か され､ どうす れ ば

わ かって もらえるの か､ どうす れ ば 興 味 を持 って もら

えるの か､ い ろい ろな 視 点 から工 夫 す るように なりま

した｡ また､ もともと僕 は 人 見知りで､ 人 とコミュニケー

ションをとること が 苫 于･だっ た の で す が､ 居 酒 屋 や

ペ ットショップ で 不 特 定 多 数 の 人 と交 わ ることで､ 初

対 面 の 大と話 すことが 苫 痛 で はなくなりました 。

勉 強 との 両 帽 よ大 変 でし た が､ 得 るものも 大 き

かったと感じてい ます 。

幅広い学びを得て見つけだ やりたいこど'。

さらなる研究を続けるため、大学院へ進学。
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希 感心細 心;-’

｢ パソコン｣と｢ものづくり｣。

２つのキーワードで

コンピュータ理工学科を選択

高校時代は放送部に在籍し､映像制作をして

い まし た｡ パ ソコンを 使 っ て 映 像 の 編 集 を す るうち

に､ パソコンの 中 身 に 興 味 を 持 ち ました｡ また､ もの

づくりがしたい との 思 いもあり､ そうした 勉 強 がで きる

ところは どこだろうと考 えました｡ 夏 の オープ ンキャン

パ スに 参 加 し､ 体 験 授 業 を受 講したこと から､ 専 門

性 が高く､プ ログラミングやソフトウェアの 開 発に 取り組

むことができるコンピュ ータ理 工学 科に 進 学しましたO

| ゼ ロ か ら 学 ぶ プ ロ グ ラ ミ ン グ 。

ク ラ ス の 仲 間 と 教 え 合 っ て 。

無 事 単 位 を 取 得 。

プロ グラミングの 知 識 が 全 くな かっ たの で 最 初 は

苦 労しまし たが､ もともと知 識 の ある学 生 の 方 が 少

な い の で 丁 単 位 を取 っ てや るぞ!｣と皆 で 一 致 団 結

し､ 教 えたり教 えてもらったりしな がら一 緒 に 勉 強 を

してきました｡ また､ な かに はソフトウェア や アプリを 楽

しみ な がら作 れ ちゃうような 人 もい るの で､ わ からな

いことは 彼らに 教 えてもらいました｡ お かげ で､ 学 科

皿 ｀゙凛

の 友 達 は 結 構 仲 が 良く､雰 囲 気 も良 い で す｡ また、

コンピュ ータ理 工 学 科 に は 専 用 の パ ソコン教 室 が

あり､ 授 業 の な いときに は 学 生 に 開 放 され て い ま

す｡1 年 から3 年 まで の 学 生 が自 由 に自 習し てい る

の で､ 頼 れる 先 輩 や 頼 ってくる 後 輩との 出 会 い もあ

りました。

４ 年 間 の 授 業 の 中 で 最 も印 象 に 残 っ てい るの

は､3 年 後 期 に 受 講 した｢ ソフトウェア設 計 開 発 演 習

則 で す 汀 農 業 ＸｌＯＴ｣ をテ ーマ に 農 業 の 課 題を 洗

い 出し､ その 課 題を 解 決 できるようなソフトウェアを 考

え､ 設 計し､ 企 画 書 を 書 き､プ ログ ラムを 書 い て､ 企

業 の 方 に プレゼンテ ーションす るとい うグ ル ープワ ー

クで す｡ チームでもの づくりに取り 組 むの は 初 め て で

戸 惑 う場 面 もありまし たが､ 社 会 人 に な れ ば チ ーム

で の 開 発 は 必 須 なの で､ とても勉 強に なりました。

| 学 科 の 推 薦 を い た だ き 、

技 術 者 とし て｢ 凸 版 印 刷｣ へ

山 梨大 学では毎 年12 月頃に 企 業の 人事 担当

者をキャンパスに招いての企 業 説明 会が 行われま

す｡ 対 象は大 学 全体 だったり､学 部 のみだったり、

学 科 別 だったりしますが､ 企業 の方と直 接 お話 が
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ｙ

できるチャンスなの で､ ぜ ひ 行 って みるとよい と思い

ます｡ また､ 学 科 ごとに 学 校 推 薦 がい ただける 企 業

もあり､1 月に 学 科 の 就 職 担 当 の 先 生 から情 報 の

提 供 があります｡ 学 校 推 薦 は､ 技 術 職 など学 科 の

学 び を活 かした 職 種 が 多い ようで す 。

実 は､ 私 も12 月の 学 科 の 企 業 説 明 会 に 参 加 し

て印 刷 業 界 で も情 報 画 像 の 技 術 者 とし て 活 躍 で

きる場 があ ると知 り､ 学 校 推 薦 をい ただい て応 募 し

ましたO その 後 選 考 を経 て､ 凸 版 印 刷 株 式 会 社 の

内 定 をい ただきました。

現 在 は､ ユ ーザ ーインターフェイスを 専 門と する郷

先 生 の 指 導 のもとで､ 卒 業 研 究 に 取 り組 ん でい ま

す｡ す でに『ターゲットが､ タッチパ ネル の 真 ん 中 にあ

るときと､ 縁 に 近 いときで は､ 縁 に 近 い 場 所 にあ ると

きの 方 が 選 択 時 間 が か かる』とい うことが 証 明 され

ているの で､ で は『スワイプ で の 選 択 だとどうなるか 、

どれくらい の 幅 だと早 い の か 遅 い の か 』とい ったこと

を 調 査 してい ます｡ 直 接 プログラミングというわけ で

はありませ んが､ スマ ートフォンや 銀 行 ＡＴＭの 画 面

配 置とも関 連 す る､ 興 味 深 くおもしろい テーマで すO4

年 間 の 集 大 成 として､ きっちりまとめ たい と思 って

い ます 。

仲間と、助け合い、学び合ったプログラミング。

習得した知識と技術を活かし、情報画像の技術者に。

松 潭 彼 方 ＜ん

機械工学矛斗

４年次[ 愛知県出身]
※年次は２０１



アクティブものづくり教育プログラム
本学の特色ある取組みの一つに｢アクティブも のづくり教育プログラム｣ があります｡これは､ものづくりの楽しさ、

難しさを知る実習から､基 礎を知り､より実践的なも のづくり能力 の獲得を目 指すための実習授業で､ 工学部附属も

のづくり教育実践センターが実施しています。

ア ク テ ィブ も の づく リ教 育

プ ロ グ ラ ム と は

もの づくり教 育 実践 センターで は､ 工 学 部

学 生 に 対して､1 年 次 の 導 入 実 習 から3 年

次 の実 践 的 な実 習 によるものづくり教 育を、

アクティブもの づくり教 育 プログラムとして 実

施しています｡1 年 次に はものづくり導 入 教

育として｢ 実 践 ものづくり実 習｣ が工 学 部 の

全 学 科 から受 講できます｡ 実 習 内 容 は｢ 雨

畑 硯 耳 手 彫 り印 章､西 嶋 手 漉 き和 紙｣｢ 甲

州 印 伝 デザ イン､3D デ ザイン｣｢ガラス細 工･

加 工｣｢ 電 子 工 作｣ など山 梨 県 の伝 統 工 芸

の 実 習 から､最 新 の 技 術 実 習を 行い ます 。

続 い て1 ～2 年 次 に は､ 基 礎 教 育 として 各

学 科 に 応 じて 機 械 加 工･ 鋳 造･ 溶 接･ 鍛

造･ レ ー ザ ー 加 工･3D プ リン タな ど の 本 格 的

な もの づ くり の 実 習 を 行 い､3 年 次 に は 全 学

科 か ら受 講 で きる実 践 教 育｢ ＰＢＬ もの づくり

実 践 ゼ ミ｣( ＰＢＬ: 課 題 解 決 型､Ｐｒｏｊｅｃt

Ｂａｓｅｄ Ｌｅａｒｎｉｎｇ)を 実 施 し て い ま す｡ ＰＢＬ

もの づ くり実 践 ゼ ミで は20 課 題 近 くの プ ロ

ジェ クトを学 内 の 教 職 員､ 学 外 の 非 常 勤 講

師 の 協 力 の もと に 実 施し て い ます 。

PBL も の づ くリ 実 践 ゼ ミ にお け る 成 果

プロジェクトの中 には､ 競 技 会 に挑 戦 する

課 題 もあり､ 数 々の 優 秀 な成 績 を収 め てい

ますO 毎 年10 月に 行わ れる｢ロボコンやまな

し｣では､ 自 律型 ゴルフロボット競 技 で､2013

年､2016 年 に優 勝､2017 年 は 準 優 勝でし

た｡これ はロボットが自 分 で ボール を 見つ け

て､ 移 動し､ ボール を打 って､ カップ インまで

の 打 数 を競う競技 となりますo またガソリン1

リットルで 何km 走 行 できるか?を 競うＨｏｎｄａ

エコマイレッジチャレンジでは2014 年 第6 回

もて ぎ 大 会 でグ ル ープIII(大 学･ 短 大･ 高

専･ 専 門 学 校 生 クラス)に 出 場し優 勝しまし

た｡ さらに 国 際 マ イクロメカニ ズムコンテスト(

無 線 相 撲 マイクロメカニズ ム部 門) に 出 場

したプロジェクトで は､ 第7 回(2014 年)には 、

優 勝･ 第3 位､ 第9 回(2016 年) には､ 技 術

賞･ 技 能賞･ 敢 闘 賞を受 賞していますo この

競 技 は 直 径20cm の 土 俵 の 上 で､20 ×20

×30mm より小 さく45g 以 内 で 作 製した 無

線ロボットで相 撲 をとる競 技 です｡ 写 真 はプ

ロジェクトの 指 導 教 員とロボット作 製 に関して

ディスカッションしている様 子と､相 撲 ロボット

の 動 作 を確 かめて いる様 子 で すOこの よう

に｢ＰＢＬものづくり実 践 ゼミ｣で は､ それまで

の授 業･ 実 習 等で 培った知 識･ 技 術を応 用

し､より実 践 的な課 題 を解 決していくことで、

もの づくり能 力 を獲 得していくことを目指して

い ます。

工 学 部 就 職 内 定 状 況 》- 一一一一夕成２９年度のおもな進路内定先･
〉

学部卒業予定者数:69

就職者数：２７　進学者数：３６　その他(諸学 校含む):６

N ＴＮ

アイシン･エイ･ダブリュ

アステクノス

アルプ ス技 研

エムケー精工

キトー

ジーユー

ジヤトコ

寿甲

セイコーエプソン

セソン情 報システムズ

太平電 業

デンソー

東海電 子

豊田合 成

秦野 精密

日野自動 車

ファナック

プログレス･テクノロジーズ

松山 に プロ）

三菱自動車工業

メニコンネクト
矢崎総業

ﾔﾏﾊﾓｰﾀｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
横浜アクロバット教室
笛吹市役所

■進学等
山梨大学大学院
名古屋大学大学院

学部卒業予定者数: ４９

就職者数:２８　進学者数：１８　その他(諸学 校含む):３

ＡＢＣ

ＮＲＩネットコム

ＹＳＫｅ･ｃｏｍ

アシストエンジニア

アップロード

共立

コンピュータマインド

ジインズ

情 報技術 開発

鈴与システムテクノロジー

セイコーエプソン

テクノサイト

デジタル･ガーデン

東日本旅客鏃道(JR 東日本)

トーテックアメニティ

凸 版印刷

フリーダム
三菱電機
メイテック

ヤマハ発動機

■進学等
山梨大学大学院
筑波大学大学院

学部卒業予定者数:４５

就職者数：２８　進学者数：１４　その他(諸学校含む):３

愛 三 工 業

ア ッ プ ロ ード

キ ヤ ノン フ ァイ ン テ ック ニ ス カ

京 三 製 作 所

協 和 エ ク シ オ

小 糸 製 作 所

ｼﾁ ｽﾞﾝ 時 計マニュファクチ ャリング

シ チ ズ ン フ ァ イ ン デ･バ イ ス

シ ロ キ エ 業

セ イ コ ー エ プ ソ ン

東海旅客鉄道(JR 東海)

東 京エレクトロン

東光 高 岳

日星電 気

日東メディック

日本小 水力発 電

ニューフレアテクノロジー

パーパス

ファナック

富 士電 機

プ ラ イム ア ー スEV エ ナ ジ ー

緑 屋 電 気

メ イ エ レ ッ ク

メ イ テ ッ ク

ヤ マ ト 科 学

横 河 マ ニ ュ フ ァ ク チ ャリン グ

■進学等
山梨大学大学院

学部卒業予定者数：５７

就職者数：３０　進学者数：１６　その他(諸学校含む):11

N ＥＣプラットフォームズ

ＴＩＳ

アイ･ブロード

アズビル

岡 谷電 機産 業

キヤノンマシナリー

小 糸製 作所

サタケ

セイコーエプソン

テルモ

デンソーテクノ

東 海理 化

凸 版印 刷

長 野日本無 線

日本アビオニクス

日本軽 金属

ﾊﾟｲｵﾆｱ･ﾏｲｸﾛ･ﾃｸﾉﾛ ｼﾞｰ

浜 松 ホ ト ニ ク ス

富 士通ｱｲ･ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ ｽﾞ

三 菱 電 機

ミ マ キ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

明 電 シ ス テ ム ソ リュ ー ショ ン

両 備 シ ス テ ム ズ



工 学 系 学 生 の 活 躍 ２０１７.1~２０１７.1２

１月 第55 回セラミックス基礎科学討論会

Ｇｏｏｄ Ｐrｅsentation A ｗard

PUTRI RIZKA LESTARI　 大学院修士課程工学専攻グリーンエネルギー

変換工学特別教育プログラム2年

3月 文部科学省主催第6回サイエンス･インカレ

文部科学大臣表彰

徳永 翔　工学部土木環境工学科3年

2016 年度自動車技術会関東支部学術研究講演会

ペスト･ポスター賞

喫川 知也　工学部機械工学科4年

平成28年度日本原子力学会関東甲越支部第10 回学生研究発表会

奨励賞

田中 裕大　大学院修士課程工学専攻機械工学コース2年

情報処理学会第79 回全国大会

学生奨励賞

根岸 知 誠　 大学院修士課程工学 専攻コンピュータ理工学コース1 年

5月　日本鋳造工学会第169 回全国講演大会

学生優秀講演賞

末木 裕太　大学院修士課程工学専攻機械工学コース2年

1 10 月 第37 回エレクトロセラミックス研 究討論会
ｉ　　　 研究奨励賞

ＡＢＣ

ＮＲＩネットコム

ＹＳＫｅ-ｃｏｍ

アシストエンジニア

アップロード

共立

コンピュータマインド

ジインズ

シグマイン

シップ ス

情 報 技 術 開 発

鈴 与 シ ス テ ム テ ク ノロ ジ ー

セ イ コ ー エ プ ソ ン

テ ク ノ サ イト

デ ジ タ ル･ ガ ー デ ン

東 日 本 旅 客 鉄 道【JR 東 日 本 】

ト ー テ ッ ク ア メニ テ ィ

凸 版 印 刷

ネ オ シ ス テ ム

バ ッ フ ア ロ ー

フリーダム
三菱電機
メイテック
ヤマハ発動機

冒進学等
山梨大学大学院

筑波大学大学院
会津大学大学院
東京農工大学大学院

N ＥＣプラットフォームズ

ＴＩＳ

アイ･ブロード

アズピル

岡 谷電 機 産業

キヤノンマシナリー

小 糸製 作所

サタケ

三 栄 ハイテックス

三 明機 工

住 友電 装

セイコーエプソン

テルモ

デンソーテクノ

東 海理 化

凸 版印 刷

長 野日本無 線

日本アビオニクス

日本軽 金属

日本電 産

日本電 産サンキョー

日本ブラスト

ﾊﾟｲｵﾆｱ･ﾏｲｸﾛ･ﾃｸﾉﾛ ｼﾞｰ

浜 松 ホ ト ニ ク ス

富 士 通ｱｲ･ ネットワークシステ ムズ’

三 菱 電 機

ミ マ キ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

明 電 シ ス テ ムソ リ ュー シ ョン

両 備 シ ス テ ム ズ

・ 進 学 等

山 梨 大 学 大 学 院

学部卒業予定者数: ５７

就職者数：４４　進学者数：１０

E ｘｘｏｎ Ｍ ｏｂｉｌ

大 林 組

鹿 島 道 路

建 設 技 術 研 究 所

三 井 共 同 建 設 コ ン サ ル タント

サ ン ポ ー

静 岡 コ ン サ ル タ ント

首 都 高 速 道 路

水 機 テ ク ノ ス

鈴 与 建 設

須 山 建 設

大 日 本 コ ン サ ル タ ン ト

ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ント

その他(諸学校含む):３

竹中 土木

玉野総 合コンサルタント

通信土 木コンサルタント

ティーネットジャパン

東海旅客鉄道(JR 東海)

トーニチコンサルタント

中日本高 速道 路

祠 本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ 東゙京

西松 建設

ピーエス三 菱

東日本旅客鉄道(JR 東日本)

山梨 県庁

東京 都庁

7月 第52 回地盤工 学研究発表会

優秀論文発表者賞

Mega Lia lstiyａｎti　大学院修士課程工学専攻土木環境工学コース2 年

徳永 翔　 工学部土木環境工 学科4 年

相潭 朋弥　 大学院修士課程工学専攻 応用化学コース1 年

The 6th lEEE Global Conference on ConsumerElectronic5(GCCE 2017)

3｢d Priｚｅ, IEEE GCCE 2017E ｘ(二eUent Paper Ａｗard

秋鹿 勇祐　 コンピュータ･メディアエ学科( 学部卒業生)

井関 晃広　 コンピュータ･メディアエ学専攻( 修士修了生)

１ １１月 無 機 マ テリア ル 学 会 第135 回学 術 講 演 会

ｌ　　　 講 演 奨 励 賞

ｌ　　　　 牧 瀬 啓 人　 大学院修士課程工学専攻ｸﾘｰﾝｴﾈﾙ ｷﾞｰ変換工学特別教育プログラム1年

第14 回地盤工学会関東支部発表会(GeoKant02017)

優秀発表者賞

荒木 大輝　大学院修士課程工学専攻土木環境工学コース1年

正岡　 翔　大学院修士課程工学専攻土木環境工学コース2年

The 4th lntｅrnationaLConferenceon Advanced Electr ｏｍａtｅriaLs(ICAE 2017)

Best Post ｅr Ａｗard

松本　 健　 大学院修士課程工学 専攻 応用化学コース2 年

静岡県庁

長野県庁
新潟県庁

甲府市役所

甲州市役所
大月市役所

岡崎市役所

豊橋市役所

浜松市役所

■進学等

山梨大学大学院

東北大学大学院

学部亨業予定者数:５８
就咀渚数:13 進学者数:４1
EJｻ 七ｽ(ﾄﾖﾀ 自動車東日本ｸﾙｰｶ

Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ

NTT 東 日 本

ア ス テ ク ノ ス

ア ル プ ス 技 研

王 子 ホ ー ル デ ィ ン グ ス

学習塾WILL

さなる
スズキ
トヨタ紡織

ヤマザキ
山梨厚生病院

その他 (諸 学 校 含 む): ４

甲州市役所

●進学等

山梨大学大学院
東京工業大学大学院

学部卒業予定者数:35

就職者数:14　 進学者数：１８　 その他(諸学校含む):３

アルバック成膜
エノモト

折兼
加藤研磨製作所

キーエンス
共同印刷

ジヤトコ

鈴 木化 学工業 所

ディマージシェア

フジフーズ

古 河機 械金 属

プログレス･テクノロジｰ ズ

横河電機

■ 進学等
山梨大学大学院

2 ０１８年２月１日現在

平成30年度 工学部学年暦(年間予定表)

前　　 期 、 開　　 始 �４月　１日（日）

ガ　 イ　 ダ　 ン　 ス　 等 �４月 ２日（月）～ ４月11 日（水）

入　　　　 学　　　　 式 �４月 ６日（金）

前　 期　 授　 業　 開　 始 �４月１２日( 木)

前　 期　 授　 業　 終　 了 �７月31 日( 火)

夏　　 季　　 休　　 業 �８月　１日( 水) ～ ９月21 日(金) 各学部で定める

秋 季 卒 業 式・修 了 式 �９月27 日( 木)

前　　 期　　 終　　 了 �９月30 日（日）

後　　 期　　 開　　 始 �10月　１日（月）

開　 学　 記　 念　 日 �10月　１日（月）

秋 季 入 学 式（大 学 院） �10月　１日（月）

後　 期　 授　 業　 開　 始 �10月 ２日( 火)

大学祭（医学部キャンパス） �10月26 日（金）～10 月28 日（日）

大学祭（甲府 キャンパス） �11 月 ２日( 金) ～11 月 ４日(日)

冬　　 季　　 休　　 業 �12 月22 日（土）～ １月 ６日（日）

後　 期　 授　 業　 終　 了 �２ 月 ４日（月）

春　　 季　　 休 ’ 業 �２ 月 ５日（火）～ ３月31 日（日）各学部で定める

卒　 業　 式 ・ 修　了　 式 � ３月20 日( 水)

後　　 期　　 終　　 了 � ３月31 日（日）
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